
 

Ⅰ 実践テーマの趣旨 

昨年度、道徳科の授業において、生徒同士が交流により自分の考えを広げたり、深めたりすることは
できたものの、生徒が道徳的な問題に対して多面的・多角的に考察できるような教師の働きかけや、質
の高い対話的な学びを生じさせる、多様な学習形態の工夫については不十分であるとの反省が出された。 
そこで、本校では、今年度、授業づくりに係る校内体制の確立や評価方法について研究を深め、主体
的・対話的で深い学びの実現に向けた授業改善を目指すこととした。  
Ⅱ 実践の概要 

１ 道徳科の授業の進め方 

(1) 校内体制づくり 

① 全ての教師が、道徳科の授業を行うため、年度当初に
学年部会において、内容項目ごとの授業担当者を決定す
る。 

② 学習指導案及びワークシートを毎時間作成するととも 

に、指導に係るデータを蓄積する。 

③ 時間割を調整し、同学年の教師が必ず授業を参観できる
体制を整える。 

(2) 授業づくり 

① 対話的な活動を意図的に取り入れたり、教師による明確
な指導観に基づいた「問い返し」を行ったりすることで、
生徒一人一人が自己の考えを深められるようにする。 

② 机間指導では、生徒の考えを把握するとともに、どの考 

 えをどの場面で取り上げるか、指名計画を立てる。 

③ 生徒自らが学習を振り返り、自己評価を行うことで自己
の変容を自覚させる時間を設けている。 

２ 道徳の評価 

(1) 学習改善の評価 

① 年２回の評価を行い、授業を通して、学習を重ねた結果、
成長が見られた点について（縦断的な視点）、複数の授業
の中から特によい学びがあった学習内容について（横断的
な視点）の二つを組み合わせて、評価する。 

② 学級担任及び副担任を含めた全教師が、評価に携わる。 

③ 評価の具体例を通して、授業やワークシートの記述内容
からどのように評価するのかを校内で共有し、授業者の明
確な指導観に基づいて評価する。 

(2) 授業改善のための評価 

① 教師の指導改善を図るため、５月と 12 月の年２回、生
徒による道徳に関わるアンケートを実施し、客観的データ
から生徒の変容を捉えることで、指導方法の検証・改善を
進めている。 

 

Ⅲ 実践の成果と課題 

１ 実践の成果 

○ 校内体制を整備し、教師同士が、指導観を明確にした授
業を互いに参観し合うことで、道徳科の指導力を向上させ
ることができた。 

○ 授業の様子やワークシートの記述内容等から、生徒の気付きや考えの変容が見られるようになり、

生徒のよい点や進歩の状況などを教師が積極的に評価することにつながった。 
２ 今後の課題 

● 授業において、生徒が多面的・多角的に考える場面を一層充実させるために、生徒の多様な感じ

方を引き出す問い返しを含めた発問等に工夫を図る必要がある。 
● 内容項目によって、各教科、総合的な学習の時間及び特別活動との関連が希薄であることから、

道徳教育の全体計画に基づいた道徳科の年間指導計画をより一層充実させる必要がある。 
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【道徳に関わるアンケート】 

【考え、議論する生徒の様子】 


